
提出日 記入者

団体名称 創立 年から

代表者 関連団体役職 mail

学部 学科 西暦 年　3月 卒業

事務局 関連団体役職 mail

学部 学科 西暦 年　3月 卒業

会員 884 名 会員構成

理窓会会費
納入者

50 名
内訳
例.役員等

執行部
名称
例.役員会

2 回/年 定期総会 毎年 1 年ごと 不定期 無

会費等 6000 円/年

会報等 1 回/年

備考

理 物理 1960

1978工 経営工

河原　安賢 会計・現役総監督

幹事会

東京理科大学Ⅰ部体育局硬式庭球部に在籍したOB/OGで構成

会長・幹事長・会計・会計監査・広報・現役強化委員長・現役総監督・他幹事12名
執行部構成
例.会長、副会長等

実際のところ調査した事が有りません。（調べるすべが有りません）

団体活動
報告

(2026年度活動計画)
①機関紙「ONLINE」発行（4月）　650部印刷予定(郵便料金の高騰により、今後の発行要領を
　検討）
②情報発出頻度の倍増（Web/クラウド化に伴い情報発信が容易になった）
③現役へのコーチ派遣(35回)　強化予算1２５万円
④総会　ホームカミングデーに併せて開催
⑤幹事会・現役強化会議（年5回）
⑥OB現役合同練習会　５月下旬開催予定
　会費徴収対策・機関紙発行・70周年準備・次年度の日程調整・現役の関東リーグ4部昇格に
　向け現役支援　を強化（女子部への支援強化）

(2025年度活動状況)
①機関紙「ONLINE」発行（4月）　650部印刷
②会員管理のWeb化の促進
③現役へのコーチ派遣(32日)
④総会・幹事会（年3回）　ハイブリッド会議で開催（総会は日程の関係から、独自開催）
⑤OB現役合同練習会（雨天中止）
　　会費徴収対策・機関紙発行・70周年準備・次年度の日程調整・現役強化策の進捗と今後の
　　方針

(基本方針)
会員相互の親睦の維持促進、ならびに東京理科大学 I 部体育局硬式庭球部の発展に寄与する[事業]
(1) 会員相互の交流機会の提供（テニス会・周年記念事業）
(2)  機関紙「ONLINE」の発行
(3)ホームページの管理
(4) 東京理科大学 I 部体育局硬式庭球部部員の競技力向上のための支援
(5) 現役部員の人格形成に関する指導

関東近郊男性　6,000円　女性その他地区　3,000円　新人社会人の割引制度　有

会誌「ONLINE」として年1回発行し、会員に郵送

関連団体資料(団体概要と活動報告)

十時　康行 会長

1960理庭会（東京理科大学Ⅰ部体育局硬式庭球部OB/OG会）

2026年2月8日 河原　安賢
2025年度報告

（関連団体規程第４条）


	新書式

